
令和４年（2022）５月10日（9） 秩父市議会だより

一 般 質 問一 般 質 問

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

伴
う
給
付
金
支
給
状
況
は
。

答　
18
歳
ま
で
を
対
象
と
し
た
給
付
金

は
、
２
年
度
は
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
（
児
童
１
人
あ
た
り
１
万

円
）
が
４
１
４
１
世
帯
、
７
０
８
５
万

円
、
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
給
付
金
が
５

５
０
世
帯
、
８
５
２
８
万
円
を
支
給
。

３
年
度
は
、
低
所
得
者
の
子
育
て
世
帯

に
対
す
る
特
別
給
付
金
（
児
童
１
人
あ

た
り
５
万
円
）
を
、
ひ
と
り
親
世
帯
分

が
５
１
４
世
帯
、
３
９
２
０
万
円
、
他

の
世
帯
分
が
２
４
４
世
帯
、
２
３
１
５

万
円
を
支
給
。
ま
た
、
12
月
に
は
臨
時

特
別
給
付
金
（
児
童
１
人
あ
た
り
10
万

円
）
を
４
５
８
９
世
帯
、
８
億
６
５
０

万
円
を
支
給
。
今
後
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
新
生

児
分
や
離
婚
に
よ
り
支
給
対
象
と
な
っ

た
方
な
ど
の
未
申
請
分
２
０
５
人
、
２

９
６
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
給
付
金

は
。

答　
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る
臨

時
給
付
金
（
１
世
帯
あ
た
り
10
万
円
）

は
、
対
象
の
６
２
８
１
世
帯
に
対
し
、

２
月
10
日
に
案
内
書
と
確
認
書
を
発
送
。

な
お
、
３
年
１
月
２
日
か
ら
12
月
10
日

ま
で
の
転
入
世
帯
の
う
ち
、
対
象
世
帯

（
１
７
５
世
帯
）
に
は
、
２
月
18
日
に

確
認
書
を
発
送
し
て
い
る
。
支
給
に
関

し
て
は
、２
月
24
日
ま
で
の
受
付
分（
約

４
千
世
帯
）
は
３
月
11
日
に
振
込
予
定
。

対
象
と
な
る
所
得
は
、
２
年
１
月
か
ら

12
月
ま
で
の
収
入
と
な
る
。
な
お
、
３

年
１
月
以
降
に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
を
受
け
収
入
が
減
少
し
、
世
帯
全

員
が
住
民
税
非
課
税
世
帯
相
当
と
な
っ

た
家
計
急
変
も
対
象
と
な
る
が
、
申
請

が
必
要
と
な
る
。

問　
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
東
京
都
荒

川
区
で
は
、
区
立
中
学
校
10
校
と
小
学

校
１
校
に
、「
防
災
部
」
や
「
防
災
ク

ラ
ブ
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
活
動
内

容
と
し
て
は
、
防
災
知
識
を
高
め
る
た

め
に
「
ジ
ュ
ニ
ア
防
災
検
定
」
の
受
験
、

知
識
や
技
術
だ
け
で
な
く
東
日
本
大
震

災
で
被
災
し
た
中
学
校
な
ど
を
訪
問
し

て
、
交
流
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す

る
な
ど
し
て
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め

た
り
し
て
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
自
覚
と
自
信
を
育
ん
で
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
義
務
教
育
の
期
間
中

に
郷
土
愛
護
の
精
神
を
育
み
、
地
域
を

よ
り
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
子
ど
も
た

ち
を
育
成
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
非

常
に
よ
い
取
り
組
み
と
感
じ
る
が
市
で

も
同
様
の
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

答　
教
育
委
員
会
で
は
防
災
教
育
に
つ

い
て
、
学
校
教
育
推
進
プ
ラ
ン
の
中
で
、

「
主
体
的
に
行
動
で
き
る
防
災
教
育
の

推
進
」
を
掲
げ
て
、
安
全
・
安
心
な
学

校
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
例
年
中
学
校
で
は
社
会
体
験

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
と
し
て
、
消
防
署
の

協
力
を
得
て
、
希
望
す
る
生
徒
に
３
日

間
の
体
験
活
動
や
防
災
教
育
の
指
導
を

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
参
加
し
た
生

徒
が
そ
の
体
験
に
つ
い
て
ま
と
め
、
発

表
す
る
こ
と
で
学
校
で
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
も
行
っ
て
い
る
。
新
た
に
部
活

動
を
設
置
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
児

童
生
徒
数
の
減
少
か
ら
指
導
体
制
を
十

分
に
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

ま
ず
は
荒
川
区
の
取
り
組
み
を
効
果
的

な
防
災
教
育
の
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て

校
長
会
で
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
今
後

も
地
域
防
災
を
意
識
し
た
多
様
な
防
災

教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究
を
し
て

い
く
。

○
長
寿
者
祝
お
よ
び
敬
老
事
業

○
救
急
病
院
の
あ
り
方
と
市
立
病
院

郷土愛護の精神を育む防災教育

常常任任委委員員会会のの報報告告

《市民税均等割非課税世帯における大まかな収入の目安》 

★公的年金収入のみの場合 【 】は所得金額 
・単身者 65 歳未満 98 万円、65 歳以上 148 万円 【38 万円以下】 
・夫婦世帯 65 歳未満 147 万円、65 歳以上 192 万 8 千円 【82 万 8 千円以下】 
★給与収入のみの場合 
・単身者 93 万円 【38 万円以下】 
・夫婦世帯 137 万 8 千円 【82 万 8 千円以下】 
・夫婦と子ども 1 人世帯 168 万円 【110 万 8 千円以下】 
・夫婦と子ども 2 人世帯 209 万 7 千円 【138 万 8 千円以下】 
※金額等はおおむねであり、条件や個人等により異なる場合があります。 

防
災
教
育

清
流
ク
ラ
ブ　

清
流
ク
ラ
ブ　

江江え
だ
え
だ田田　

　
　
　
徹徹

と
お
る

と
お
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

�

の
現
状

サ
ン
ラ
イ
ズ
秩
父　

サ
ン
ラ
イ
ズ
秩
父　

上上か
み
ば
や
し

か
み
ば
や
し林林　　

富富と
み
お

と
み
お夫夫
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一 般 質 問一 般 質 問

問　
基
礎
疾
患
を
持
つ
子
ど
も
が
郡
市

外
の
病
院
に
通
院
し
て
い
る
場
合
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
案
内
や
接
種
対
応
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答　
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
は
、
あ
ら

か
じ
め
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
い

た
だ
く
よ
う
、
接
種
券
に
同
封
し
た
チ

ラ
シ
で
案
内
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
治

療
中
の
医
療
機
関
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

行
っ
て
い
る
場
合
は
、
住
所
地
外
で
の

接
種
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
接
種
情
報

は
、
接
種
記
録
シ
ス
テ
ム
等
で
管
理
し

て
い
る
た
め
、
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に

は
適
切
な
対
応
が
で
き
る
と
考
え
る
。

問　
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
期
限
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
、
国
か
ら
通
知
が
出
さ
れ

て
お
り
、
市
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

は
し
て
い
る
が
、
市
民
に
は
伝
わ
り
き

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
と
思
わ
れ
る
。

接
種
し
た
方
も
不
安
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
接
種
会
場
や
市
報
な
ど
で
広
く
広

報
を
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

答　
国
か
ら
の
通
知
を
受
け
医
療
機
関

へ
文
書
で
通
達
は
行
っ
て
い
た
が
、
改

め
て
医
療
機
関
へ
通
知
し
、
市
報
や
安

心
安
全
メ
ー
ル
で
も
情
報
を
伝
え
て
い

く
。

●
公
立
保
育
所
・
小
中
学
校
の

対
応

問　
保
育
所
や
学
校
で
感
染
確
認
が
さ

れ
た
際
の
対
応
は
。
ま
た
、
保
育
所
が

休
園
に
な
り
、
保
護
者
も
仕
事
を
休
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
他
の
園
や

公
民
館
な
ど
で
預
か
る
代
替
保
育
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

答　
養
護
教
諭
を
中
心
に
コ
ロ
ナ
差
別

防
止
の
指
導
を
行
う
よ
う
各
学
校
に
指

示
し
て
い
る
。
児
童
生
徒
に
陽
性
者
が

確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
い
じ
め

等
の
報
告
は
な
い
。
代
替
保
育
に
つ
い

て
は
、
受
入
れ
態
勢
の
課
題
も
解
消
で

き
な
い
た
め
、
現
状
で
対
応
は
難
し
い
。

◎
学
校
保
護
者
間
の
連
携
ア
プ
リ

問　
市
の
感
染
状
況
は
。

答　
４
年
１
月
か
ら
３
月
７
日
ま
で
の

感
染
者
数
は
合
計
７
５
１
人
、
累
計
１

２
１
１
人
。
秩
父
地
域
の
第
６
波
の

ピ
ー
ク
は
２
月
上
旬
で
、
自
宅
療
養
者

数
は
２
０
０
人
超
え
だ
っ
た
。
症
状
が

急
変
し
た
人
は
そ
の
日
の
う
ち
に
入
院

が
で
き
て
い
た
。

問　
お
ま
か
せ
予
約
の
進
捗
状
況
は
。

答　
予
約
の
取
り
づ
ら
い
問
題
を
軽
減

し
安
心
し
て
予
約
、
接
種
を
し
て
も
ら

う
た
め
の
「
お
ま
か
せ
予
約
」
は
、
受

付
開
始
か
ら
の
10
日
間
で
、
１
市
４
町

で
約
１
３
０
０
人
が
登
録
。
大
変
好
評

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

問　
３
回
目
の
接
種
状
況
は
。

答　
３
月
７
日
時
点
の
人
数
は
１
万
２

８
０
７
人
で
22
・
７
％
。
２
月
中
旬
か

ら
在
宅
の
高
齢
者
等
の
接
種
を
、
個
別

お
よ
び
集
団
で
開
始
。
43
医
療
機
関
で

個
別
接
種
を
実
施
し
て
い
る
。

●
土
砂
た
い
積
に

　
　
　
厳
し
い
規
制
を

問　
３
年
７
月
に
熱
海
市
で
土
石
流
災

害
が
起
き
た
。
市
で
も
２
年
７
月
、
田

村
井
森
地
内
で
た
い
積
土
砂
の
流
出
事

故
が
起
こ
っ
た
。
県
に
よ
る
行
政
代
執

行
で
土
砂
撤
去
が
行
わ
れ
た
が
、
国
に

厳
し
い
規
制
を
つ
く
る
よ
う
市
か
ら
も

強
く
求
め
て
欲
し
い
が
市
の
考
え
は
。

答　
国
で
は
既
存
の
「
宅
地
造
成
等
規

制
法
」
を
大
幅
に
改
正
し
、
盛
り
土
を

規
制
す
る
新
制
度
の
準
備
中
で
あ
る
。

市
も
し
っ
か
り
と
執
行
体
制
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
農
地
法
違
反
の
農
地
へ
の
土
砂
た

い
積
の
事
案
に
つ
い
て
の
対
策
は
。

答　
市
の
農
業
委
員
会
と
秩
父
農
林
振

興
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
、
対
象
者
に
指

導
中
。
違
法
な
農
地
転
用
に
は
、
警
察

へ
の
刑
事
告
発
な
ど
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、
警
察
と
の
連
携
を
密
に
し
て
指

導
に
あ
た
る
。

集団接種会場

ス
ム
ー
ズ
な
接
種
を
推
進
す
る

「
お
ま
か
せ
予
約
」

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
け
る

�

市
の
対
応

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
団　

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
団　

桜桜さ
く
ら
い

さ
く
ら
い井井　

　
　
　
均均

ひ
と
し

ひ
と
し

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
速
や
か
に

�

予
約
・
接
種
が
で
き
る
よ
う
に

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
団　

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
団　

出出い
で
う
ら

い
で
う
ら浦浦　　

章章あ
き
え

あ
き
え恵恵

令令和和 44 年年 11 月月 2277 日日

新新型型ココロロナナウウイイルルススワワククチチンン 追追加加（（３３回回目目））接接種種

令令和和４４年年２２月月1155日日～～「「おおままかかせせ予予約約」」ははじじめめまますす

予約が取りづらい問題を解消し、安心して予約・接種をしていただくために市では「お

まかせ予約」をはじめます。申請受付は令和4年2月15日(火)から受け付けます。

これまでどおり LINE、コールセンターでの予約、キャンセル待ちも受け付けます。

おおままかかせせ予予約約ととはは？？

〇ワクチンの種類は希望しない、接種日時と接種場所はいつでもどこでもよいという方の

ための予約方法です。原則として、秩父市文化体育センター(武田/モデルナ)を優先的に

ご案内いたします。

〇登録していただければ、必ず予約ができます。

対対象象者者

秩父市に住所を有し、新型コロナウイルスワクチンの追加（３回目）接種の接種券をお持

ちの方

申申しし込込みみかからら接接種種ままででのの流流れれ

①市から接種券が届きます。（（接接種種券券がが届届くくままでで申申しし込込みみははででききまませせんん））

②申し込みは「おまかせ予約」登録申請書（別紙）を各保健センター窓口に提出いただく

か郵送してください。

③接種日時等の確定後、原則接種１週間前までには確定通知書を郵送で送ります。日時が

差し迫っている際は郵送のほか、直接電話でご連絡をさせていただきます。

※ご案内した接種の日時、会場の変更はできません。ご都合が悪い場合はご自身でコール

センターにキャンセルまたは予約の変更をお願いします。

④指定された接種日時に接種会場へ行き、接種を受けてください。

【【留留意意事事項項】】

〇おまかせ予約を申請される方は、二重予約を防ぐため他の方法での予約はできません。

また、キャンセル待ちの申請もできません。

〇予約は必ずできますが、LINEやコールセンターで可能な予約よりも接種日が遅くなる

ことがあります。

〇ワクチンの供給やおまかせ予約の申請数の状況によって、お待ちいただくこともあります。

〇以下の方はおまかせ予約の対象外となります。

・すでに３回目の新型コロナウイルスワクチン接種を受けた方

・すでに３回目の新型コロナウイルスワクチン接種予約の済んでいる方

・１回目、２回目の新型コロナウイルスワクチン接種を受けていない方

・希望のワクチンの種類、接種日時、場所がある方

提提出出先先・・おお問問合合わわせせ先先

〒〒336688--00001133 秩秩父父市市永永田田町町４４－－１１７７ 秩秩父父保保健健セセンンタターー

電電話話 00449944--2222--00664488 FFAAXX 00449944--2222--55333388
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一 般 質 問一 般 質 問

問　
番
場
通
り
に
比
べ
て
東
町
通
り
が

寂
し
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、
意
図
的
に

観
光
客
を
誘
導
し
て
い
く
手
段
の
検
討

は
。

答　
秩
父
神
社
の
参
道
と
し
て
番
場
通

り
が
賑
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
、
東
町
通

り
を
観
光
客
が
増
え
つ
つ
あ
る
今
宮
神

社
へ
続
く
参
道
と
位
置
づ
け
Ｐ
Ｒ
し
、

よ
り
観
光
客
を
誘
導
し
て
い
く
等
の
対

策
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
拡

幅
さ
れ
た
本
町
・
中
町
通
り
か
ら
、
秩

父
神
社
、
ま
つ
り
会
館
等
を
組
み
合
わ

せ
た
回
遊
で
き
る
仕
掛
け
づ
く
り
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問　
昼
間
の
混
雑
に
比
べ
、
夜
の
寂
し

さ
も
目
に
つ
く
が
、
夜
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
。

答　
秩
父
地
域
は
、ウ
イ
ス
キ
ー
、ビ
ー

ル
、
日
本
酒
、
焼
酎
、
ワ
イ
ン
の
主
要

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
５
種
を
生
産
し
て
い

る
全
国
で
も
例
を
見
な
い
酒
ど
こ
ろ
で

あ
り
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
「
酒
の

聖
地
秩
父
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
で
、

お
酒
に
関
係
す
る
産
業
や
観
光
の
さ
ら

な
る
活
性
化
に
つ
な
げ
る
よ
う
「
ち
ち

ぶ
乾
杯
共
和
国
」
と
し
て
活
動
し
て
い

る
。
中
で
も
、
民
間
の
皆
様
に
よ
り
毎

年
ウ
イ
ス
キ
ー
祭
り
を
開
催
し
て
い
る

市
は
、
ウ
イ
ス
キ
ー
フ
ァ
ン
か
ら
ウ
イ

ス
キ
ー
の
聖
地
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
お
酒
関
係

の
産
業
が
低
迷
し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ

収
束
後
は
お
し
ゃ
れ
な
バ
ー
な
ど
を
巡

る
バ
ー
ホ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
に
よ
る
ウ
イ

ス
キ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
は
じ
め
、
ナ
イ

ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
街
中
活
性
化
に

努
め
て
い
き
た
い
。

問　
帯
状
疱
疹
は
加
齢
、
疲
労
、
ス
ト

レ
ス
が
原
因
で
、
80
歳
ま
で
に
３
人
に

１
人
が
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
近

年
、
高
い
予
防
効
果
を
持
つ
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
１
回

接
種
ワ
ク
チ
ン
が
１
万
円
前
後
、
２
回

接
種
ワ
ク
チ
ン
が
３
万
円
か
ら
４
万
円

と
高
額
で
あ
る
。
ど
ち
ら
に
も
助
成
金

を
出
す
自
治
体
が
出
て
き
て
お
り
、
健

康
寿
命
の
観
点
か
ら
も
大
事
で
あ
る
。

助
成
金
導
入
の
検
討
が
で
き
な
い
か
。

答　
高
齢
化
が
進
む
中
、
加
齢
な
ど
に

よ
っ
て
帯
状
疱
疹
の
発
症
リ
ス
ク
が
高

ま
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
よ
り
予
防
す
る
こ
と
は
意
義
が

あ
る
。
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
調

査
・
研
究
を
す
る
。

●
医
療
的
ケ
ア
児
・
者

　
　
　
　
に
対
す
る
対
応

問　
医
療
的
ケ
ア
児
・
者
が
全
国
ど
こ

で
も
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

情
報
を
共
有
す
る
「
医
療
的
ケ
ア
児
等

医
療
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
（
メ
イ
ス
）」

の
運
用
と
周
知
に
つ
い
て
は
。
ま
た
、

特
別
支
援
学
校
卒
業
後
に
お
い
て
の
医

療
的
ケ
ア
児
・
者
の
生
活
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答　
メ
イ
ス
に
つ
い
て
は
運
用
が
始
ま

り
１
年
半
と
間
が
な
い
こ
と
や
登
録
項

目
が
多
い
こ
と
か
ら
、
登
録
者
は
県
内

で
24
人
、
市
で
は
１
人
。
今
後
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
必
要
な
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
く
。
現
在
、
医
療
的
ケ

ア
児
・
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
事
業
所

は
「
ふ
ぁ
い
ん
・
ユ
ー
」
の
み
。
今
後
、

特
別
支
援
学
校
卒
業
の
児
童
・
生
徒
が

希
望
す
る
日
中
活
動
の
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
、
社
会
福

祉
事
業
団
を
は
じ
め
と
す
る
各
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
、
秩
父
地
域
の
１
市
４
町
が

連
携
し
て
推
進
す
る
。

◎
日
常
生
活
用
具
の
拡
充

◎
Ａ
Ｉ
活
用
顔
認
証
で
卒
業
ア
ル
バ
ム

東町通り 番場通り

ふ
ぁ
い
ん
・
ユ
ー
の
入
る

「
に
じ
い
ろ
テ
ラ
ス
」

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
よ
り

�

観
光
客
の
分
散清

流
ク
ラ
ブ　

清
流
ク
ラ
ブ　

土土つ
ち
や

つ
ち
や谷谷　　

眞眞し
ん
い
ち

し
ん
い
ち一一

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成

公
明
党　

公
明
党　

本本も
と
は
し

も
と
は
し橋橋　

　
　
　
貢貢

み
つ
ぎ

み
つ
ぎ



令和４年（2022）５月10日秩父市議会だより （12）

一 般 質 問一 般 質 問

問　
総
務
省
の
発
表
で
は
、
令
和
２
年

の
日
本
国
民
の
個
人
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
率
は
83
・
４
％
で
、
大
多
数
の

国
民
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
日
常
的
に

利
用
す
る
時
代
と
な
っ
て
い
る
。
端
末

別
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
が

68
・
３
％
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
50
・
４
％

を
上
回
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
も
一
層

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
情
報
の
発

信
を
進
め
る
と
共
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
の
利
用
に
主
軸
を
お
い
た
対
応
が

求
め
ら
れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
を
受
け
て
、
今
ま

で
に
増
し
て
多
く
の
市
民
の
皆
様
が
市

か
ら
発
信
さ
れ
る
情
報
を
求
め
て
い
る

と
感
じ
る
。
現
在
の
市
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
運
営
や
管
理
、
更
新
作
業
等

は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い

て
は
、
今
後
大
き
く
改
革
を
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
こ
と
が
望
ま
し
い
か
。

答　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス

数
は
元
年
度
は
約
１
１
５
万
件
、
２
年

度
は
約
１
８
３
万
件
、
３
年
度
は
１
月

末
ま
で
で
約
１
７
３
万
件
と
な
っ
て
お

り
、
多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
全
体
の
管

理
・
運
営
は
、
秘
書
広
報
課
で
行
っ
て

お
り
、
個
別
の
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、

各
担
当
課
で
更
新
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

大
幅
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
は
、
相
当
の

費
用
が
必
要
と
な
る
た
め
、
現
時
点
で

は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
予
定
は
な
い
が
、

日
々
の
更
新
管
理
の
中
で
、
よ
り
使
い

や
す
い
、
見
や
す
い
工
夫
、
と
く
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
利
用
を
意
識
し

た
画
面
構
成
、
コ
ン
テ
ン
ツ
や
ア
イ
コ

ン
、
バ
ナ
ー
の
整
理
等
に
努
め
て
い
き

た
い
。

◎
４
年
度
当
初
予
算
と
施
政
方
針
（
財

政
運
営
・
森
林
林
業
）

◎
入
学
準
備
品
購
入
補
助
金

問　
市
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
は
約
９
千
世
帯
、
人
数
に
し

て
約
１
万
４
千
人
と
聞
い
て
い
る
。
国

民
健
康
保
険
税
の
未
就
学
児
へ
の
均
等

割
額
に
つ
い
て
、
法
改
正
に
よ
り
４
年

４
月
か
ら
半
額
補
助
さ
れ
る
が
、
補
助

の
公
費
部
分
の
負
担
額
と
本
人
負
担
額

は
い
く
ら
に
な
る
か
。
ま
た
、
未
就
学

児
に
関
し
て
、
独
自
施
策
と
し
て
全
額

市
が
負
担
で
き
な
い
か
。

答　
未
就
学
児
の
均
等
割
額
は
１
万
９

千
円
。
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
軽

減
の
観
点
か
ら
、
均
等
割
額
を
５
割
減

額
し
、
減
額
相
当
額
を
公
費
で
支
援
す

る
法
改
正
が
行
わ
れ
、
国
が
２
分
の
１
、

県
が
４
分
の
１
、
市
が
４
分
の
１
を
負

担
し
、
本
人
負
担
額
は
９
５
０
０
円
と

な
る
。
市
独
自
の
施
策
は
現
状
に
お
い

て
は
難
し
い
が
、
さ
ら
な
る
支
援
を

国
・
県
に
要
望
し
て
い
く
。

●
市
全
域
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
化

問　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
用
い
た
高
速
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

固
定
電
話
の
よ
う
に
市
民
の
生
活
に
不

可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
と
位
置
づ
け
、
過
疎

地
で
も
整
備
・
維
持
す
る
こ
と
は
、
地

域
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
条
件
と
、
今

後
さ
ら
に
期
待
さ
れ
る
移
住
や
二
拠
点

居
住
の
実
現
・
推
進
に
も
大
き
く
影
響

す
る
の
で
は
。
国
は
、
不
採
算
地
域
へ

の
整
備
を
支
援
す
る
交
付
金
制
度
を
導

入
し
、
今
国
会
に
こ
う
し
た
制
度
を
盛

り
込
ん
だ
電
気
通
信
事
業
法
改
正
案
の

提
出
を
目
指
す
と
聞
い
て
い
る
。
市
の

取
り
組
み
は
。

答　
通
信
事
業
者
に
要
望
は
し
て
い
る

が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
採
算
が
取
れ

な
い
と
断
ら
れ
て
い
る
。
町
会
か
ら
も

要
望
も
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
要
望
活
動

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ス
マ
ホ
対
応
の

さ
ら
な
る
改
善
に
期
待

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
輝
く
市
を

市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

清清き
よ
の

き
よ
の野野　　

和和か
ず
ひ
こ

か
ず
ひ
こ彦彦

子
育
て
支
援
と
し
て
の

�

国
民
健
康
保
険
税
の
補
助

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
団　

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
団　

山山や
ま
な
か

や
ま
な
か中中　

　
　
　
進進

す
す
む

す
す
む



令和４年（2022）５月10日（13） 秩父市議会だより

一 般 質 問一 般 質 問

問　
市
民
の
方
か
ら
「
市
立
病
院
で
透

析
を
受
け
て
い
る
が
、
テ
レ
ビ
視
聴
に

月
４
千
円
か
か
る
。
他
に
も
１
万
数
千

円
が
必
要
で
、
年
金
生
活
者
に
は
厳
し

い
。
無
料
の
施
設
も
あ
る
と
聞
く
が
。」

と
の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
た
。
近

隣
透
析
施
設
の
テ
レ
ビ
料
金
の
実
態
と

無
料
化
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　
秩
父
管
内
５
か
所
の
う
ち
無
料
が

３
か
所
、
有
料
が
２
か
所
で
内
１
か
所

は
月
千
円
の
定
額
。
情
報
収
集
を
さ
ら

に
行
い
、
患
者
の
負
担
軽
減
や
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
努
め
る
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
第
６
波
と
子
ど
も
た
ち

問　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
子
ど
も
た
ち
を

襲
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
現
状
と

課
題
は
。

答　
今
年
に
入
り
、
主
に
家
庭
内
感
染

に
よ
り
急
激
に
感
染
が
拡
が
り
、
３
月

８
日
現
在
で
小
学
生
66
人
、
中
学
生
25

人
が
陽
性
と
な
り
、
学
級
閉
鎖
が
４
学

級
、
学
年
閉
鎖
が
５
校
。
全
小
学
校
に

配
置
す
る
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
消
毒
で
感
染
リ
ス
ク
が

抑
え
ら
れ
て
い
る
。
４
年
度
は
中
学
校

に
も
配
置
し
て
教
員
の
負
担
軽
減
を
図

る
。

●
土
砂
た
い
積
の
規
制
強
化
は

問　
３
年
７
月
の
熱
海
市
で
の
土
石
流

被
害
を
受
け
て
、
国
が
「
盛
り
土
規
制

法
」
に
よ
り
規
制
を
強
化
す
る
と
い
う
。

田
村
地
区
の
違
法
た
い
積
土
砂
の
流
出

等
に
よ
っ
て
市
で
も
課
題
と
な
っ
て
い

る
土
砂
等
た
い
積
の
規
制
強
化
は
。

答　
①
市
条
例
の
適
正
な
執
行
、
②
違

反
事
案
へ
の
速
や
か
な
是
正
指
導
、
③

条
例
の
罰
則
強
化
と
と
も
に
、
違
反
に

対
し
て
は
刑
事
告
発
等
の
厳
格
な
対
応

を
図
る
、
④
情
報
収
集
の
た
め
の
土
砂

た
い
積
１
１
０
番
設
置
等
で
監
視
体
制

の
強
化
や
執
行
体
制
を
確
保
す
る
。

安心、安全、満足を理念にかかげる市立病院

３月定例会最終日に議員から下記の決議が提出され、全会一致で可決しました

ロシアのウクライナ侵略を厳しく非難し無条件即時撤退を求める決議
　ロシアは２月24日、一方的に「独立」承認したウクライナの東部地域にロシア軍を侵入させる
とともに、ウクライナ各地の軍事施設、キエフ、オデッサなどへの攻撃を始め、ウクライナ軍と
の間で激しい戦闘を展開している。これはウクライナの主権と領土を侵し、国連憲章、国際法を
踏みにじる、まぎれもない侵略行為である。また、子どもをはじめとした一般市民を犠牲にする
蛮行は、国際人道法を犯す行為であり、断じて容認できない。
　ロシアのプーチン大統領は今回の軍事行動は、ウクライナ東部地域の「要請」を受けたもので、
国連憲章51条の「集団的自衛」だとしている。しかし、一方的に「独立」を認めた地域・集団と
の「集団的自衛」などありえず、国際法上まったく根拠がないことは明白である。
　プーチン大統領は、この侵略行為にあたって、ロシアが核兵器大国であることを誇示し、欧米
の批判や制裁の動きに対抗する姿勢を見せている。これは、核兵器で世界の諸国を威嚇するもの
であり、核兵器のない世界を目指す流れに対する真っ向からの挑戦である。
　よって本議会は、ロシア軍による攻撃やウクライナの主権侵害を厳しく非難するとともに、ロ
シア軍が即時、無条件にウクライナ国内から撤退することを強く求める。
　以上、決議する。
� 令和４年３月１６日　　秩　父　市　議　会
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析
時
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視
聴
を

�

無
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昌昌ま
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ゆ
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ま
さ
ゆ
き之之



令和４年（2022）５月10日秩父市議会だより （14）

６
月
定
例
会
の
予
定

※
各
日
、
午
前
10
時
開
会
予
定
で
す
。

※
議
場
は
、
本
庁
舎
の
４
階
で
す
。

※�

日
程
は
、
定
例
会
初
日
に
正
式
に
決

定
さ
れ
る
た
め
、
都
合
に
よ
り
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

編

集

委

員

　

議
会
だ
よ
り
は
今
号
を
持
ち
ま
し
て
、

議
員
任
期
の
最
終
号
と
な
り
ま
す
。

　

い
ま
だ
に
収
束
を
み
な
い
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
す
が
、
こ
の
２

年
を
超
え
る
混
乱
の
中
、
議
会
活
動
に

も
大
き
な
影
響
や
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
年
３
月
の
定
例
会
で
は
一
般
質
問

が
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
取
り
や
め
と

な
り
ま
し
た
。
議
会
外
の
活
動
と
し
て

は
、
感
染
予
防
を
訴
え
る
た
め
、
市
の

広
報
車
を
借
り
受
け
、
多
く
の
議
員
が

自
発
的
に
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
た

め
配
布
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利

用
し
て
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
の
会

議
は
リ
モ
ー
ト
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
先
進
的
な
事
例
を
導
入
し
つ

つ
議
会
活
動
を
行
い
、
そ
の
報
告
を
議

会
だ
よ
り
に
て
行
い
ま
す
の
で
、
ご
拝

読
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

令
和
４
年
３
月　

赤
岩　

秀
文
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委
員
長　

赤　

岩　

秀　

文

副
委
員
長　

桜　

井　
　
　

均

委　
　

員　

金　

崎　

昌　

之

〃　
　

江　

田　
　
　

徹

〃　
　

木　

村　

隆　

彦

〃　
　

笠　

原　

宏　

平

〃　
　

本　

橋　
　
　

貢

編編

集集

後後

記記

日　　程 議　　　事
６月８日㈬ 開会、議案説明

13日㈪ 議案に対する質疑
14日㈫ 総務委員会
15日㈬ まちづくり委員会
16日㈭ 文教福祉委員会
20日㈪
21日㈫
22日㈬

一般質問

28日㈫ 委員長報告、採決、閉会

●
意
見
書

意
見
書

　

３
月
定
例
会
の
最
終
日
に
、
議
員
提

出
議
案
の
意
見
書
４
件
が
提
出
さ
れ
、

審
査
の
結
果
、
３
件
が
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

可
決
さ
れ
た
意
見
書
は
、
内
閣
総
理

大
臣
を
は
じ
め
、
関
係
行
政
庁
等
に
送

付
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

福
祉
・
介
護
、
保
育
な
ど
ケ
ア

福
祉
・
介
護
、
保
育
な
ど
ケ
ア

労
働
者
の
抜
本
的
な
処
遇
改
善

労
働
者
の
抜
本
的
な
処
遇
改
善

を
求
め
る
意
見
書

を
求
め
る
意
見
書

　

国
に
お
い
て
は
、
ケ
ア
労
働
に
携
わ

る
労
働
者
の
人
員
配
置
基
準
の
改
善
、

給
料
や
手
当
の
引
き
上
げ
な
ど
の
抜
本

的
な
処
遇
改
善
を
全
額
国
の
負
担
で
実

施
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

事
業
復
活
支
援
事
業
の
抜
本
的

事
業
復
活
支
援
事
業
の
抜
本
的

改
善
を
求
め
る
意
見
書

改
善
を
求
め
る
意
見
書

　

政
府
に
お
い
て
は
、
申
請
要
件
や
申

請
方
法
な
ど
を
抜
本
的
に
見
直
し
す
る

と
と
も
に
、
支
給
額
を
少
な
く
と
も
持

続
化
給
付
金
並
み
に
引
き
上
げ
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

森
林
環
境
譲
与
税
の
配
分
比
率

森
林
環
境
譲
与
税
の
配
分
比
率

見
直
し
に
関
す
る
意
見
書

見
直
し
に
関
す
る
意
見
書

１　

森
林
環
境
譲
与
税
の
配
分
に
つ
い

て
は
、
人
口
の
比
率
を
下
げ
、
私
有
林

人
工
林
面
積
、
林
業
就
業
者
数
の
比
率

を
上
げ
、
真
に
必
要
と
し
て
い
る
自
治

体
へ
の
配
分
を
増
額
す
る
こ
と
。

２　

森
林
を
有
し
な
い
自
治
体
に
お
け

る
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
流

域
治
水
等
の
考
え
を
踏
ま
え
、
上
流
域

に
所
在
す
る
森
林
を
有
す
る
自
治
体
と

の
協
業
に
よ
る
森
林
整
備
の
推
進
・
木

材
利
用
等
の
施
策
に
つ
い
て
、
国
・
省

庁
に
お
け
る
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

等
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
積
極
的
に
提
供
し
、

そ
れ
ら
自
治
体
間
の
つ
な
ぎ
役
と
な
り

有
効
に
活
用
さ
れ
る
た
め
の
施
策
を
講

ず
る
こ
と
。

　

傍
聴
さ
れ
る
際
に
、
特
別
な
手
続
き

や
事
前
の
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

傍
聴
を
希
望
す
る
本
会
議
当
日
に
、
市

役
所
本
庁
舎
４
階
の
「
傍
聴
受
付
」
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
傍
聴
受
付
票
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予

防
お
よ
び
拡
大
防
止
の
た
め
、
傍
聴

席
を
縮
小
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ

ス
ク
の
着
用
と
手
指
消
毒
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

市
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

人
事
案
件

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
お
よ
び
人

権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

意
見
を
求
め
ら
れ
、
市
議
会
は
次
の
方

を
適
任
と
認
め
同
意
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

　
浅
海　
純
一　
氏

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　
池
田　
久
男　
氏

　
加
藤　
　
登　
氏


